
ゆきあいの 
 

ゆきかう空に私の舟はコトリコトリと笑んで気丈な覆い草の間を嗚呼もうあんなところま

で行ってしまったんだね 

 

 

あんにん 
 

杏仁を敷き詰めて 

アカルイ声であなたを呼ぶ 

尖った足に合う靴がなくて這ってゆく 

(昨日は誰にも会いませんでしたよ) 

耳の後ろで声がする 

杏仁を敷き詰めてゆく道で 

あなたを憐れんでいる 

／あんにん 

／あんにん 

私を憐れんでいる 

／あんにん 

／私ね、仕返しを思い付いたの 

(昨日は、誰にも) 

 

 

神様の子 
 

あの子は神様の子だって 

皆がうわさしたもんだよ 

雲の峰の崩れた沢を渡るとき 

ひたりと頬に寄ってきて 

耳を噛んだ 

弔いの列が音もなくゆくのを 

母は、母は訝しんでいる 

 


